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1�高画質で立体的な手術画像のもと、人間の手の動きを
精密に再現できる手術支援ロボット
2�診察では、患者の表情なども見て何か変わったことが
ないか確認することを大切にしているという

泌尿器科

ロボット支援手術

骨
盤
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
臓
器

で
、
多
く
の
骨
や
血
管
、
神
経
に
包
ま
れ
て

い
る
前
立
腺
。
そ
れ
を
摘
出
す
る
前
立
腺
が

ん
の
手
術
は
、
こ
れ
ま
で
開
腹
や
腹
腔
鏡
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
開
腹
手
術
で
は

大
出
血
を
起
こ
し
た
り
、
回
復
ま
で
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
。
一
方
で
腹
腔

鏡
の
手
術
は
、
手
技
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、

い
ず
れ
の
方
法
で
あ
っ
て
も
、
手
術
後
に
尿

失
禁
や
男
性
機
能
障
害
な
ど
の
合
併
症
を
起

こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
な
ど
が
、
前
立
腺

摘
出
手
術
の
問
題
点
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に

で
き
る
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
だ
。
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
な
ら
、
腹
腔
鏡
手
術
と
同

様
に
傷
が
小
さ
い
こ
と
に
加
え
、
視
野
を
３

Ｄ
で
拡
大
で
き
、
人
の
手
と
同
等
以
上
の
細

か
い
動
き
が
可
能
だ
と
い
う
。

「
周
り
の
臓
器
を
確
認
し
な
が
ら
繊
細
に
前

立
腺
を
摘
出
で
き
る
の
で
、出
血
も
少
な
く
、

術
後
の
尿
失
禁
や
男
性
機
能
障
害
な
ど
の
合

併
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
早
期
の
社
会
復

帰
も
望
め
る
の
で
す
」と
権
藤
副
院
長
。
実

際
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
よ
り
、
術
後
の

尿
失
禁
や
男
性
機
能
障
害
も
格
段
に
減
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
る
そ
う
だ
。

と
は
い
え
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
え

ば
ど
ん
な
医
師
で
も
質
の
高
い
手
術
が
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
と
権
藤
副
院
長
は
語
る
。

「
例
え
ば
、
ど
ん
な
に
性
能
の
良
い
車
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
が
素
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
性
能

を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
手
術
も
、
そ
れ
を
行
う
医
師
の
技
量

に
左
右
さ
れ
る
の
で
す
」

同
院
に
は
、
国
内
の
泌
尿
器
科
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
大
堀
病
院

長
や
権
藤
副
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
が

豊
富
な
医
師
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
質
の
高
い
前
立
腺
が
ん
の

手
術
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

7人の日本泌尿器科学会泌尿器科専門医が、知識や技術、
経験を駆使した診療に取り組んでいる

外来から手術までのすべての診療を
経験豊富な医師たちが担当

泌尿器科の専門病院として最先端の診療をめざ
す同院。現在、泌尿器科の常勤医師は7人いるが、
その全員が日本泌尿器科学会泌尿器科専門医だ
という。大学病院などでは、研修医など若い医
師が診療することもあるが、同院では、初診の
外来から手術まで、すべての診療にその医師た
ちがあたる。「これは、患者さんにとって大きな
メリットです」と権藤副院長は話す。

TOPICS

同
院
が
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
前
立
腺
が
ん
に
対
す

る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
前
立
腺
全
摘
術
。
大
堀
病
院
長
や
権
藤

立
男
副
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
豊
富
な
医
師
た
ち
が
、
低
侵
襲
で
合

併
症
の
少
な
い
手
術
を
実
践
し
て
い
る
。

経
験
豊
富
な
医
師
た
ち
が
め
ざ
す

合
併
症
の
少
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

大堀 理病院長

1986年岩手医科大学卒業後、米国ヒューストン市ベイラー
医科大学泌尿器科講師、米国メモリアルスローンケタリング
がんセンター前立腺診断センター副所長などを歴任。2007
年に東京医科大学教授に就任し、同大学病院前立腺センター
長・ロボット手術支援センター長などを経て、2019年に開
院。日本泌尿器科学会泌尿器科専門医。医学博士。

先
進
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

泌
尿
器
科
・
婦
人
科
疾
患
の
最
先
端
治
療
を
追
求

三
鷹
駅
北
口
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
約
５

分
の
閑
静
な
住
宅
街
に
、
平
成
31
年
４
月

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が『
東
京
国
際
大
堀
病
院
』

だ
。
こ
れ
ま
で
、
東
京
医
科
大
学
教
授
や
同

大
学
病
院
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
支
援
セ
ン
タ
ー
長

を
歴
任
す
る
な
ど
豊
富
な
経
験
を
持
つ
大
堀

理
病
院
長
は
、
同
院
で
も
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
の
医
療
機
器
を
多

数
導
入
。
経
験
と
技
術
、
知
識
を
生
か
し
つ

つ
、最
先
端
の
治
療
提
供
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、「
小
さ
な
病
院
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
患
者
さ
ん
自
身
や
そ
の
ご
家
族
の
背

景
な
ど
も
踏
ま
え
て
診
療
を
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
」と
大
堀
病
院
長
。

患
者
を
極
力
待
た
せ
ず
、
先
端
の
診
断
や

治
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
患
者
の
幸
せ
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
話
す
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、
ベ
テ
ラ
ン
医
師

を
招
き
婦
人
科
の
診
療
も
開
始
し
た
同
院
。

「
泌
尿
器
や
婦
人
科
の
こ
と
で
お
悩
み
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

副院長／泌尿器科診療部長

権藤 立男先生

2003年東京医科大学卒業後、同大学泌尿器科学に入局。同
大学八王子医療センター勤務、同大学泌尿器科学助教、川崎
市立井田病院消化器外科、東京都立広尾病院泌尿器科、米国
メモリアルスローンケタリングがんセンター泌尿器科勤務、
東京医科大学泌尿器科学講師、荻窪西口クリニック勤務など
を経て2019年より現職。日本泌尿器科学会泌尿器科専門医。
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同
院
で
は
、
令
和
2
年
1
月
に
腎
尿
管
結
石
の
専
門
治
療
部
門
を
開
設
。

腎
臓
と
尿
管
、
膀
胱
、
尿
道
に
で
き
た
結
石
に
対
し
、
経
験
豊
富
な
医
師

に
よ
る
新
鋭
の
機
器
を
用
い
た
治
療
に
加
え
、
結
石
の
原
因
調
査
と
再
発

予
防
の
た
め
の
食
事
指
導
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
行
っ
て
い
る
。

60
歳
以
上
の
約
78
％
が
排
尿
に
関
し
て
何
か
し
ら
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
中
、
同
院
で
は
、
頻
尿
や
尿
失
禁
、
尿
が
出
に
く
い
、

残
尿
感
な
ど
の
排
尿
障
害
の
治
療
に
も
注
力
。
薬
物
療
法
に
加
え
、
先
進

の
機
器
を
用
い
た
手
術
に
よ
る
治
療
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
進
の
機
器
を
用
い
た
治
療
に
加
え

再
発
予
防
に
も
力
を
入
れ
る

男
性
の
前
立
腺
肥
大
症
に
加
え

女
性
の
排
尿
障
害
の
治
療
に
も
力
を
入
れ
る

年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
尿
路
結

石
に
対
し
、
薬
物
に
よ
る
自
然
排
石
を
促
す

治
療
に
加
え
、
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
と

経
尿
道
的
尿
路
結
石
破
砕
術
、
経
皮
的
腎
砕

石
術
の
３
つ
の
治
療
に
対
応
。
そ
れ
ぞ
れ
に

新
鋭
の
治
療
機
器
を
導
入
し
て
お
り
、「
ど

の
場
所
に
あ
る
ど
ん
な
大
き
さ
の
結
石
の
治

療
に
も
取
り
組
め
る
の
が
強
み
で
す
」と
夏

山
隆
夫
先
生
は
話
す
。
入
院
は
避
け
た
い
な

ど
の
患
者
の
希
望
に
も
、
で
き
る
だ
け
応
じ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。

加
え
て
、
再
発
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
結
石
の
原
因
を
追
究
す
る
と
同
時
に
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
結
石
が
で
き
に
く
い
食

事
の
指
導
や
、
結
石
の
原
因
と
な
る
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
同
院
で
は
、
必
要
な
と
き
に
は
す

ぐ
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
で
は
写
り

に
く
い
結
石
や
破
砕
後
の
結
石
の
確
認
も
精

密
に
行
え
る
。

「
尿
路
結
石
の
治
療
が
で
き
る
病
院
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

を
治
療
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

尿
が
出
に
く
く
な
る
男
性
の
前
立
腺
肥
大

症
で
、
薬
物
療
法
で
は
症
状
が
改
善
し
な
い

場
合
に
、
低
侵
襲
の
経
尿
道
的
レ
ー
ザ
ー
前

立
腺
核
出
術（
Ｈ
ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）を
実
施
。

急
に
強
い
尿
意
を
感
じ
る
過
活
動
膀
胱
に

は
、
薬
物
療
法
に
加
え
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
の
よ
う
な
装
置
を
体
内
に
植
え
込
み
、

仙
骨
神
経
に
持
続
的
に
電
気
刺
激
を
与
え
る

仙
骨
神
経
刺
激
療
法（
Ｓ
Ｎ
Ｍ
）
や
、
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
毒
素
膀
胱
壁
内
注
入
療
法
で
、
症
状

の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
排
尿
の
問
題
を
抱
え
る
女
性
が

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
女
性
泌

尿
器
科
を
開
設
。
咳
や
運
動
な
ど
で
尿
が
漏

れ
て
し
ま
う
腹
圧
性
尿
失
禁
に
は
、
骨
盤
底

筋
体
操
の
指
導
や
中
部
尿
道
ス
リ
ン
グ
手
術

を
行
う
な
ど
、
女
性
の
排
尿
障
害
へ
も
幅
広

い
治
療
を
提
供
し
て
い
る
。

歳
の
せ
い
だ
と
諦
め
が
ち
な
排
尿
障
害
は

治
療
に
よ
っ
て
治
す
こ
と
が
で
き
る
と
山
下

英
之
先
生
。

「
排
尿
の
悩
み
は
打
ち
明
け
に
く
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
窓
口
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

1先進の体外衝撃波結石破砕装置を導入している
2管理栄養士と連携して、尿路結石の再発予防にも注力

1肥大した前立腺を切除するホルミウムヤグレーザー治療器
2高画質、高速度、適正線量を兼ね備えた先進のCT　

1

1

2

2

泌尿器科医員／腎尿管結石部門長

夏山 隆夫先生

2012年山形大学卒業後、JCHO東京新宿メディカルセンター（旧・
東京厚生年金病院）初期研修医。同センター泌尿器科、千葉西総合
病院泌尿器科勤務などを経て2019年に東京国際大堀病院へ。
2020年より現職。日本泌尿器科学会泌尿器科専門医。

泌尿器科医員

山下 英之先生

1999年北里大学卒業後、同大学泌尿器科学教室入局。同大学助教、
ベイラー医科大学留学、国際医療福祉大学三田病院泌尿器科講師、
北里大学北里研究所病院泌尿器科副部長などを経て2019年より現
職。日本泌尿器科学会泌尿器科専門医。医学博士。

泌尿器科

尿路結石の治療

泌尿器科

排尿障害の治療

ロボット手術部門長／婦人科部長

井坂 惠一先生

1976年東京医科大学産科婦人科学教室入局。ジュネーブ大学留学、ロ
ンドン大学留学、東京医科大学産科婦人科学教室講師・助教授・主任教授・
特任教授、日立総合病院ロボット手術センター長などを経て2020年よ
り現職。日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医。

子宮がんや子宮筋腫などの婦人科
疾患でも、ロボット支援手術は、
体に残る傷口が小さい、入院期間
が短いなど多くのメリットがある

同
院
で
は
婦
人
科
開
設
に
伴
い
、
国
内
の

婦
人
科
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
先
駆
的
存
在

で
あ
り
東
京
医
科
大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
る

井
坂
惠
一
先
生
が
、
常
勤
の
医
師
と
し
て
診

療
を
開
始
。
そ
の
豊
富
な
知
識
や
技
術
、
経

験
を
生
か
し
、
国
内
で
は
ま
だ
行
っ
て
い
る

施
設
が
多
く
な
い
早
期
の
子
宮
が
ん
や
子
宮

筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
な
ど
婦
人
科
疾
患
の
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
腹
部
に
４
〜
５

個
の
小
さ
な
穴
を
開
け
て
行
い
ま
す
の
で
、

開
腹
手
術
に
比
べ
る
と
傷
が
非
常
に
小
さ
く

て
済
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
に
女
性
に
と
っ

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」
と
井
坂
先
生
。

手
術
で
も
、
自
身
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
診
る
な
ど
、
常
に
初
心
を
忘
れ

な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
と
話
す
。

令
和
２
年
4
月
に
、
子
宮
脱
を
は
じ
め
と

す
る
骨
盤
臓
器
脱
に
対
す
る
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
を
用
い
た
仙
骨
膣
固
定
術
が
保
険
収

載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
院
で
も
女
性
泌
尿

器
科
を
担
当
し
て
い
る
山
下
英
之
先
生
と
連

携
し
て
順
次
、
対
応
し
て
い
く
予
定
だ
。

令
和
２
年
4
月
よ
り
婦
人
科
の
診
療
を
開
始
し
た
同
院
。
身
近
な
女
性
特

有
の
病
気
を
診
る
ほ
か
、
国
内
の
婦
人
科
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
お
け
る

パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
医
師
に
よ
る
子
宮
が
ん
や
子
宮
筋
腫
、
骨
盤
臓
器
脱
な

ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
よ
る
根
治
治
療
な
ど
、
幅
広
く
対
応
す
る
。

経
験
豊
富
な
医
師
に
よ
る
子
宮
が
ん
な
ど

婦
人
科
疾
患
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

婦人科

ロボット支援手術

病床数：35

診療のご案内

◯泌尿器科

◯婦人科

◯内科

◯循環器内科

◯臨床検査科

診療科目
診療受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝

  8：30〜 11：30 ● ● ● ● ● ● — —

13：00〜 16：00 ● ● ● ● ● — — —

TEL：0422-47-1000

※ネットでの診療予約も可能です。詳しくは病院ホームページをご確認ください
※無料ネット診療も受けつけております。病院ホームページの専用フォームから気軽にご相談ください

お電話でのご相談・ご予約はこちらまで

※婦人科の診療は火・木・金曜の午前中のみ（受付時間 8：30 〜11：30）となります
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